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研究会報告 はなるべ く詳細 に行っ て もらう よう主催者 に常 々お願い してお り

ますが一体 これが どの程度皆様 の聞役に立ってい るのか皆 目けん と うもつき ま

せんO もし利用価置 が あるものな●らばど うい う風に改善すれば より好 ましい も

のにな るか とい う点についてお知恵 をお貸 し下 され ば辛 ですO研究会にはいろ

いろな事 状か ら必ず しも希垂者全員が出陳 出来 るものではあ りませんの で報告

す る事 自体 は出際者､主催者の義務 だ とは思います が､いかがで しょうか｡
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